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（概要） 

我々は質量数 30～40領域の原子核の高スピン励起状態に出現が予想される超変形状態に関する研究を

進めている。これまで質量数 40領域の40Ca, 40Arで超変形状態の発見に成功したが、本研究では更に質量

数の小さい 30 領域へ拡張して系統的に調べる事で質量数 30～40 領域での巨大変形状態の出現機構を明

らかにしようとしている。18Oビームを用いた核融合反応で質量数 30～40 領域核の高スピン状態を生成

し、35,36S, 40Ar等の原子核からの脱励起ガンマ線の測定を行った。 

 

キーワード：核融合反応、インビームガンマ線核分光 

 （1 行あける） 

１．目的 

我々はこれまで質量数 40 領域に現れる超変形状態を探査し40Ca[1], 40Ar[2]での超変形状態の

発見に成功し、この領域の中性子数、陽子数 18，20，22 が超変形魔法数になっている事を明ら

かにしてきた。本研究ではそれらの巨大変形状態に関する系統的な研究を質量数 30～40 領域へ

拡張し、1) 40Arに予想される三軸非対称超変形回転バンド[3]、2) 35Sの高スピン領域での集団回

転状態、3) 36Sに予想される超変形回転バンドの探査を目的としている。 

 

２．方法 

本研究では35, 36S, 40Arの高スピン状態を生成するために18Oビームと26Mg標的を用いた核融合反応での 2

α1n, 2α, 2p2n蒸発チャンネルでそれぞれ35S,  36S, 40Arを生成する。多重ガンマ線検出器としてGEMINI-II

を用い、荷電粒子の検出はSi-BallをGEMINI-IIに組み込んで行った。 

 35, 36S, 40Arの高スピン状態を生成するための最適なビームエネルギーを決定するため、18Oビームのエネ

ルギーを変えながら生成核種からのガンマ線収量の変化を調べる事で励起関数の測定を行った。 

 

３．結果及び考察 

 原子力機構タンデム加速器により加速されたエネルギー70、80、95、110MeVの18Oビームを26Mg標的に照

射し、核融合反応により複合核44Caの高スピン状態を生成した。反応直後に放出される陽子、α粒子をシ

リコン検出器 11 台で構成されるSi-Ballで検出し、同時に高スピン状態からの脱励起ガンマ線をコンプ

トン抑止器 16 台からなる多重ガンマ線検出器GEMINI-IIで測定した。荷電粒子とGe検出器からの同時計

測を行う事で反応チャンネルを選別する事で35, 36S, 40Arのガンマ線を同定する事が出来た。各ビームエネ

ルギーでのガンマ線の収量を比較した結果、35S, 40Arの高スピン状態生成には 80MeVが適している事が分

かった。 
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